高知県介護支援専門員連絡協議会　理事会　議事録
記載者：山下
開催日時：令和4年4月１日（金）　１３：３０～
開催場所：web会議(ZOOM)
理事出席状況：　　　 /１２
	廣内一樹(会)
	出
	
	
	
	
	橋本由枝(監)
	
	伊賀大輔(監)
	

	藤原玲子
(副・研修)
	出
	矢野泰三(研★)
	欠
	中山智彦(研)
	出
	森田絵美（研）
	欠
	
	

	
	
	藤田佳也(指★)
	欠
	
	
	
	
	

	山下等生
(副・事務)
	出
	山﨑茜(財★)
	出
	
	
	

	
	
	濵口和孝（総★）
	欠
	
	
	
	
	

	山本星
(副・事業)
	出
	平林安佐子(厚★)
	欠
	
	
	岩下美香(広★)
	出
	
	


　　　※高知・中央西・中央東・幡多・東部各ブロック長　参加

【報告事項】
1. 　財務帳票等の決算進行状況　　（財務部：山下　10分）
1. 　総会について　　　　　　　　（総務部：山下　15分）
1. 　3月19日の実践者研修の広報活動の報告（広報部：5分）
1. 　日本ケアマジメント学会について
　　　ブロック長をはじめ理事のご協力により、無事に終わりましてありがとうございました。
　　　高知新聞にて記事にもしていただきました。
【協議事項】
研修局より
　研修年間計画について。4年度の研修については6つ立てている状況にある。具体的にやっていく必要があり、研修局では今後理事会までに30分以内の会を持つ、各理事に応援を求めるようにしていく。

　今後事務局不在でどのように研修を進めていくのか。グーグルフォーム作成、ZOOMの予約、案内の配布、申込データ収集、入金確認など研修局ではできない、協力が必要。

今後のことについて、
　令和３年度を振り返ってみると、県の委託事業を受けてきて、それに合わせて年会費を5000円にあげた。県から委託料も入るが、どれだけの費用が掛かるか、実際分からないこともあったが、常勤事務員を雇用し、事業を行っていた。協議会の単独事業も抑えながらなんとか資金を回してやっていこうということだった。
　しかし、主任研修の業務負担が結果的に事務局員に集中しヘルプの声もあったが、具体的な指示が無かったので、どのようにフォローしていいかもわからず、負担を強いてしまい退職となった。今後協議会をどうするか？令和４年度は任期が残るので責任をもって運営をしていくが、一年かけて志や熱意のある方を募集し、その人たちを中心に新たな協議会を作ってもらう。令和５年度で新しい体制の協議会となり、そのタイミングで社団法人化など、新しい執行部が議論して新しい体制を作ってもらいたい。

〇令和４年度に思いのある人を募って、令和５年度新体制へ移行というのはおかしいのではないか？協議会は規約に基づいて運営されており、規約に基づいて選挙を行っていく。体制を変える、変えないは新しい人が決めるので、やめていく人が決めていくのはおかしい。

〇引いていく人間が道を作るつもりはなく、新たな団体新たな規約を作り上げる。

〇モチベーションが下がってきているのも事実。ブロック長でずっといるので、いろいろと耳には入ってくる。なかなか結果が出ていない。一般社団法人化の流れを進めていくことは賛成。しかし、令和5年度ではなく、しっかりとした計画をたてて、時間をかけていい。現状の話を聞くとネガティブにとられてしまうので、もっとポジティブな方向で進めてもらいたい
　ブロック長も理事会に参加をして、色々なことを分担して、組織改革をしていく。

〇東部も交代人員を挙げてほしいと言ってもなかなか手が上がらない。だからと言って活動をなくしてしまうのはいかないので、数人で踏ん張っている状況であり、東部ブロックの現状。
　ケアマネジメント学会の結束力が、もっとはやく協議会に力を足してあげればよかったのではないか。

〇協議会の大切さや重要さは なってみないとわからない部分である。継続してやっていくには、業務を持ちながらということになるので、どうしても自宅に持って帰って作業をしていることになる。この現状では、今後これを継続していくのは難しい。
　みんな協議会は何をしているのか分からない。

〇協議会の現状を会員さんにお伝えをして、アンケートとか意見をきちんとひらって、選挙の時に何人以上いないと運営できないと示して、皆に図っていく必要があるのではないか。
　時代に合わせて、小さくしてコンパクトにしていくのも重要。

〇いきなり閉めるということはない。これを乗り切っていくために意見を伺っていきたい。
	


	次回理事会：令和4年5月6日（金）１３：３０～予定
場所：ZOOM




